
　本学においても、海外からの学外研究員等の受
け入れなどの人的交流や研究の国際化の進展に伴
い安全保障輸出管理の重要性が高まっており、安
全保障輸出管理上、懸念のある国や組織への貨物
や技術の提供にあたっては、法令に則った手続き
を行う必要があります。

 　また、本年５月から外為法が改正されることと
なり、従来、日本国内に入国後６か月経過した外
国人は居住者として扱われ、管理の対象外でした
が、当該居住者が外国政府・大学等の支配下にあ
る場合や、外国政府から多額の留学資金・研究資
金を得ているなど外国政府の影響を強く受ける場
合等、非居住者への技術の提供と事実上同一と考
えられるような場合は、「みなし輸出管理」とし
て、今後、機微技術流出防止の対応が求められる
ことになります。
　今回は、佐賀大学客員教授で経済産業省の派遣
輸出管理アドバイザーとして活躍しておられる、
鈴木 勇次 氏を講師にお招きし、これらの問題に
ついて、オンラインでのご講演を予定しています
ので、ぜひご参加ください。

令和３年度 第２回知的財産セミナー「大学における安全保障輸出管理」のご案内
（令和４年５月外為法改正「みなし輸出管理の明確化」に対応）

　産学連携・知的財産本部では知的財産管理、産
学連携活動等に対する教職員の理解を深めるため
の啓発活動として、「知的財産セミナー」を年2
回開催しています。
　つきましては、今年度第2回目の知的財産セミ
ナーを以下のとおり開催しますので、教職員の皆
様に参加していただきますようご案内します。

１　日　　時
　　令和４年3月1日（火）17：00～18：00
２　開催形式
　　Zoomによるオンライン開催
３　講　　師

　国立大学法人佐賀大学 客員教授
　輸出管理アドバイザー　
　経済産業省 派遣安全保障輸出管理アドバイザー
　鈴木 勇次 氏

４　演　　題
　大学における安全保障輸出管理について
　～みなし輸出管理の明確化を中心に
　（令和４年５月1日外為法改正）～

　安全保障輸出管理とは、国際的な平和及び安全
の維持を目的として、武器や軍事転用可能な貨物
及び技術が大量破壊兵器等の開発や製造に関与し
ている懸念のある国や組織に渡ることを未然に防
止するため、先進各国が協調して管理する制度
で、我が国では、外国為替及び外国貿易法（外為
法）等に基づいて実施されています。

R4年5月
改正後

（研究支援課）

産学連携・知的財産本部から サークル紹介

産業医科大学混声合唱団メデュトピア・コール
（コーラス部）は、部員数20人、週２～３回、３
号館２階で活動しています。４月に春の文化週
間、６月にラマツィーニの夕べ、10月には院内コ
ンサートに参加します。集大成となるのが、11月
の定期演奏会です。選曲や指導から、パンフレッ
ト作成や会場取り、情報宣伝などの運営まで、学
生が主体となって取り組んでいます。

合唱とは、最も手軽な音楽表現であると私は考
えます。自分自身が楽器となるため、人が集まれ
ばいつでもどこでも歌えます。全員がステージに
上がれるので、初心者や苦手意識のある人でも一
緒に参加しながら成長していけます。そして、合
唱は、日本語に重きをおいており、部活動をめぐ
る奮闘も感動も、歌を通じて表出できます。本格
的な合唱がしたい人も、ミュージカルやポップス、
アカペラが好きな人も、聴くのも観るのも好きだ
けど歌うのは抵抗があったという人も、みんな一
緒に歌いたい、そんな願いを込めて、線引きされ
がちだった音楽どうしを連関させたり、ボディー
パーカッションを取り入れたりして、練習も演奏
も模索しながら工夫しています。また、兼部者が
多いのもコーラス部の特徴です。両立は容易では
ありませんが、目標を明確化し、「歌いたい人が
歌い続けられ、歌が上手くなりたい人が上達でき
る部活」と「歌い手が楽しくて聴き手が心動かさ
れる演奏」を目指して、本番に活気がわっと集ま
るようメリハリをつけて活動しています。スター
トラインもライフスタイルも異なる人たちとひと
つのものを作り上げる喜びは、合唱を通してこそ
得られるものです。そして、そのような達成感と
一体感を共有した仲間と、たくさん入ってくれた

１年生とともに、また新しい合唱を、私たちにし
かできない表現をつくっていけることを幸せに思
います。

近年大流行し、今もなお私たちの生活を脅かす
存在である新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、コーラス部も練習やイベント開催、運営の面
において非常に厳しい状況となりました。しかし
昨年、部員全員が一丸となって感染対策を講じつ
つ、２年ぶりとなる第38回定期演奏会を開催いた
しました。先行きの見えない不安や寂しさを抱え
てしまっている今だからこそ、音楽の力を通して、
失われた喜びや楽しい時間を皆様と共有すること
が出来れば、これに勝る幸せは無いと信じていま
す。

さて、令和４年11月26日（土）、響ホールにお
いて、コーラス部の第39回定期演奏会を開催いた
します。３部構成の予定となっており、第３ス
テージは、前顧問の保利 一 先生の指揮のもと、
OBOG合同で歌う本格的なステージです。みなさ
んの心に響く音楽を目指して、他にも様々な曲や
企画をお届けします。ぜひ足をお運びください。

部長　医学部４年　松本　悠希コーラス部
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